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問

秩
父
市
の
現
在
の
財
政
状
況
は
ど

う
か
。

答

財
政
健
全
化
判
断
は
、
①
「
実
質

赤
字
比
率
」

②
「
連
結
実
質
赤
字
比

率
」
③「
実
質
公
債
費
比
率
」
④「
将

来
負
担
比
率
」
の
４
指
標
で
す
る
が
、

秩
父
市
は
①
②
に
つ
い
て
は
黒
字
で
あ

り
、
③
に
つ
い
て
は
10
・
７
％
で
あ
る

（
国
が
財
政
健
全
化
を
指
導
す
る
基
準

が
25
％
で
あ
る
、
数
字
が
大
き
い
ほ
ど

財
政
が
悪
い
）
の
で
良
い
数
字
で
あ
る
。

④
に
つ
い
て
は
、
秩
父
市
は
66
・
４
％

で
あ
る
（
３
５
０
％
を
超
え
る
と
健
全

化
の
指
導
を
受
け
る
）
の
で
、
４
指
標

と
も
健
全
な
数
値
で
あ
る
。

問

今
後
の
財
政
見
通
し
は
ど
う
か
。

答

世
界
的
な
金
融
危
機
に
よ
る
実
体

経
済
の
不
況
に
よ
り
、
秩
父
市
も
法

人
市
民
税
を
中
心
に
市
税
全
体
に
大
き

な
影
響
が
で
て
き
て
い
る
の
で
、
来
年

度
予
算
を
本
年
な
み
に
確
保
す
る
の
は

非
常
に
難
し
い
状
況
で
あ
る
の
で
、
来

年
度
事
業
に
つ
い
て
は
、
必
要
性
や
優

先
度
に
つ
い
て
、
市
民
視
点
に
た
っ
て

こ
れ
ま
で
以
上
に
慎
重
な
検
討
を
加
え
、

健
全
財
政
を
維
持
し
つ
つ
、
施
策
を
推

進
し
て
ゆ
く
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

問

投
資
的
財
源
の
確
保
と
事
業
の
推

進
に
つ
い
て
。

答

合
併
後
の
新
秩
父
市
に
お
い
て
は
、

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
合
併
特
例
債

を
活
用
し
教
育
施
設
を
中
心
に
積
極
的

に
事
業
の
推
進
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

も
合
併
特
例
債
を
活
用
し
、
必
要
な
事

業
の
財
源
と
し
て
ゆ
く
が
、
経
済
情
勢

に
よ
る
財
政
へ
の
悪
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
の
で
慎
重
を
期
し
て
い
く
。

改
革
の
推
進

行
財
政
改
革
の

新新

井

兄
三
郎

市
民
ク
ラ
ブブ

●
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
の
誘
客
対
策

問

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
に
花
な
ど
に
よ

る
、
百
万
人
誘
客
対
策
に
つ
い
て
。

答
「
癒
し
の
森
・
花
の
回
廊
」
計
画

を
策
定
し
、
花
や
薬
樹
を
植
栽
す
る
。

●
市
発
注
事
業
は
、
市
内
業
者
に

問

市
の
発
注
す
る
工
事
及
び
物
品
に

つ
い
て
は
市
内
業
者
へ
。

答

市
内
で
間
に
合
う
も
の
は
、
市
内

業
者
へ
の
発
注
を
原
則
と
し
て
い
る
。

昨
年
度
の
市
内
業
者
へ
の
発
注
は
、
工

事
、
物
品
と
も
、
97
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

で
あ
る
。

●
尾
田
蒔
小
学
校
の
改
築
に
つ
い
て

問

尾
田
蒔
小
学
校
の
校
舎
は
、
耐
震

を
含
む
改
造
工
事
で
は
な
く
、
改
築
工

事
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

答

い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
た
結
果
、
校

舎
と
体
育
館
を
総
合
的
に
改
築
す
る
方

向
で
進
め
る
。
平
成
21
年
度
に
基
本
設

計
に
着
手
す
る
。

●
森
林
環
境
税
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問

自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
森
林
環

境
税
が
必
要
だ
が
、
市
と
し
て
は
ど
の

よ
う
に
取
組
ん
で
い
る
か
。

答

全
国
的
に
森
林
環
境
税
の
創
設
の

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
又
、
埼
玉
県

も
「
彩
の
国
み
ど
り
の
基
金
」
を
活
用

し
約
14
億
円
を
市
内
４
ダ
ム
の
上
流
域

に
お
い
て
、
森
林
整
備
を
進
め
て
い
る
。

●
体
育
施
設
の
整
備
充
実
に
つ
い
て

問

ナ
イ
タ
ー
施
設
等
を
含
め
た
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
充
実
を
。

答

市
営
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
５
か
年
計
画
を
策

定
し
、
こ
れ
を
基
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
を

含
め
整
備
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

ラ
ブ
の
政
策
提
言

市
民
ク
ラ
ブ
の

須須

田

博

市
民
ク
ラ
ブブ

秩父市の財政

花の回廊（整備中）
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問

秩
父
〜
吉
田
間
の
ト
ン
ネ
ル
（
仮

称
蒔
田
ト
ン
ネ
ル
）
開
設
の
促
進
に
つ

い
て
は
。

答

県
土
整
備
事
務
所
と
協
議
す
る
。

問

一
本
杉
峠
の
事
業
推
進
は
。

答

期
成
同
盟
会
を
通
じ
て
、
小
鹿
野

町
と
協
議
す
る
。

問

高
崎
神
流
秩
父
線
の
改
良
促
進
、

石
間
下
吉
田
線
の
改
良
促
進
、
下
日
野

沢
東
門
平
吉
田
線
の
改
良
促
進
、
吉
田

中
央
バ
イ
パ
ス
南
線
の
整
備
に
つ
い
て
。

答

県
土
整
備
事
務
所
に
協
力
を
要
望

す
る
。

問

藤
芝
、
頼
母
沢
水
道
施
設
の
改
善

に
つ
い
て
は
。

答

濁
り
水
解
消
装
置
の
設
置
を
当
面

の
解
決
策
と
し
て
検
討
す
る
。

問

大
滝
・
吉
田
地
域
に
お
け
る
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
整
備
は
。

答

早
急
に
対
策
を
実
施
す
る
。

問

吉
田
小
学
校
体
育
館
の
改
築
に
つ

い
て
は
。

答

平
成
26
年
度
ま
で
に
は
、
耐
震
補

強
を
含
む
大
規
模
改
造
工
事
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

問

吉
田
小
学
校
プ
ー
ル
の
改
築
に
つ

い
て
は
。

答

補
修
工
事
を
基
本
と
し
、
補
修
が

困
難
な
場
合
は
改
築
工
事
を
行
う
。

問

吉
田
保
育
所
の
改
築
に
つ
い
て
。

答

給
食
セ
ン
タ
ー
や
吉
田
小
学
校
の

体
育
館
改
築
な
ど
、
保
育
所
周
辺
を
整

備
す
る
計
画
も
あ
る
の
で
連
携
を
図
り

進
め
る
。

問

龍
勢
ま
つ
り
の
対
策
に
つ
い
て
。

答

今
後
も
補
助
、
助
成
す
る
。
国
指

定
文
化
財
の
早
期
指
定
に
向
け
努
力

す
る
。
ヤ
ソ
ト
ン
会
交
流
に
つ
い
て
も
、

同
様
に
支
援
す
る
。

問

吉
田
幹
線
５
号
線
改
良
工
事
の
推

進
に
つ
い
て
は
。

答

平
成
21
年
度
に
完
成
予
定
。

政
策
提
言

市
民
ク
ラ
ブ
政
策
提

吉
田
地
区
に
つ
い
て

吉

小小

櫃

市

郎

市
民
ク
ラ
ブブ

問

二
瀬
ダ
ム
周
辺
道
路
整
備
は
。

答

二
瀬
ダ
ム
左
岸
道
路
を
拡
幅
し
駒

ヶ
滝
ト
ン
ネ
ル
を
通
ら
ず
に
改
良
す
る
。

平
成
23
年
度
完
成
予
定
。

問

大
中
橋
の
改
良
は
。

答

新
年
度
に
塗
装
費
を
予
算
化
。

問

荒
川
幹
線
の
改
良
は
。

答

１
、
２
、
３
号
線
は
、
幅
員
５
ｍ

で
計
画
し
改
良
中
。
４
号
線
は
、
白
久

駅
か
ら
三
峰
口
駅
ま
で
歩
道
設
置
を
含

め
概
略
設
計
に
着
手
し
た
。
地
元
の
理

解
を
得
な
が
ら
進
め
た
い
。

問

上
田
野
排
水
路
の
改
良
は
。

答

平
成
23
年
度
完
成
予
定
。

問

路
線
バ
ス
及
び
地
区
内
交
通
手
段

の
確
保
と
維
持
に
つ
い
て
。

答

定
期
路
線
を
維
持
し
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
運
行
と
住
民
の
生
活
の

足
を
確
保
し
た
い
。
荒
川
常
磐
橋
線
の

延
伸
は
、
地
域
の
要
望
も
あ
る
の
で
西

武
観
光
バ
ス
㈱
へ
要
望
し
た
。

問

そ
ば
の
里
づ
く
り
充
実
と
花
見
の

里
・
し
だ
れ
桜
の
誘
客
対
策
は
。

答

コ
ン
バ
イ
ン
等
故
障
が
増
加
し
て

い
る
の
で
買
換
え
を
検
討
し
た
い
。
花

見
の
里
で
「
荒
川
そ
ば
の
里
」
の
イ
メ

ー
ジ
定
着
、
広
告
塔
の
効
果
大
で
あ
る
。

問

観
光
ト
イ
レ
の
整
備
は
。

答

花
蓮
園
・
水
芭
蕉
園
付
近
と
谷
津

川
公
衆
ト
イ
レ
を
検
討
し
た
い
。

●
上
田
野
地
区
に
で
き
た
散
骨

場
に
つ
い
て

問

現
状
と
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

答

市
内
の
他
の
地
域
で
も
同
様
な
事

案
が
発
生
し
て
い
る
。
現
在
、
散
骨
の

行
為
を
制
限
す
る
法
令
は
国
・
県
・
市

と
も
に
制
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
早
急

に
規
制
対
策
の
条
例
整
備
を
し
た
い
。

政
策
提
言

市
民
ク
ラ
ブ
政
策
提

大
滝
・
荒
川
地
区
に
つ
い
て

大

浅浅

海

忠

市
民
ク
ラ
ブブ

吉田保育所周辺

花見の里
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問

観
光
庁
設
置
等
、
国
の
「
観
光
立

国
推
進
計
画
」
は
外
国
人
旅
行
者
を
平

成
22
年
に
は
一
千
万
人
誘
客
す
る
計
画

で
あ
る
。
こ
の
秩
父
へ
の
誘
客
の
た
め

に
市
独
自
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と

考
え
る
が
そ
の
現
状
は
。

答

こ
の
秋
に
観
光
協
会
と
協
同
で
世

界
中
の
旅
行
業
者
が
集
う
商
談
会
や
各

国
大
使
と
の
交
流
会
に
参
加
し
、
秩
父

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

問

外
国
姉
妹
都
市
へ
の
親
善
派
遣
団

に
、
市
の
観
光
大
使
と
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動

を
依
頼
す
べ
き
で
は
。

答

秩
父
市
の
英
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
、
外
国
姉
妹
都
市
等

に
、
よ
り
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

●
「
登
山
学
習
コ
ー
ス
」
設
置

の
提
案

問

登
山
者
の
数
、
遭
難
事
故
件
数
が

増
加
し
て
い
る
現
在
、
登
山
学
習
と
事

故
防
止
の
為
に
、
こ
の
秩
父
で
「
登
山

学
習
コ
ー
ス
」
を
設
置
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
そ
の
見
解
は
。

答

山
岳
へ
の
意
識
向
上
の
た
め
、
秩

父
警
察
署
、
山
岳
連
盟
等
と
協
議
し
な

が
ら
設
置
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

●
市
営
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
開
業

の
提
案

問

主
に
鉄
道
で
訪
れ
る
観
光
客
を
対

象
に
、
坂
道
・
遠
距
離
で
も
走
行
が
容

易
な
「
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
」
の
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
有
効
な
も
の
に

な
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
開
業
に
つ
い

て
見
解
は
。

答

秩
父
市
の
有
す
る
起
伏
の
激
し
い

地
形
に
「
電
動
自
転
車
」
は
有
効
な
移

動
手
段
で
あ
る
と
考
え
、
今
後
、
実
証

実
験
を
行
い
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な

が
ら
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
開
業
の
準
備

を
進
め
て
い
く
。

観
光
客
の
誘
客

外
国
人
観
光
客

新新

井

豪

自
由
民
政
ク
ラ
ブブ

問

親
の
国
保
税
滞
納
に
よ
り
保
険
証

が
発
行
さ
れ
ず
、
病
気
に
な
っ
て
も
医

者
に
か
か
れ
な
い
子
ど
も
が
い
る
こ
と

が
全
国
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

事
は
子
ど
も
た
ち
の
命
に
か
か
わ
る

問
題
だ
。
保
険
証
を
発
行
す
べ
き
だ
と

思
う
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

答

資
格
証
明
書
の
発
行
は
世
帯
単
位

が
原
則
で
、制
度
上
困
難
な
こ
と
。（
そ

の
後
、
国
会
で
短
期
保
険
証
を
発
行
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。）

問

国
保
税
の
不
均
一
課
税
は
合
併
後

５
年
以
内
に
調
整
す
る
と
い
う
期
限
ま

で
あ
と
１
年
数
ヶ
月
と
な
っ
た
。
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
含
め
、
今
後
ど
う

い
う
方
向
で
考
え
て
い
る
の
か
。

答

税
率
の
統
一
は
平
成
22
年
３
月
ま

で
と
な
っ
て
い
る
。
早
急
に
検
討
し
た

い
。
税
率
に
つ
い
て
は
国
保
運
営
協
議

会
の
答
申
・
市
民
へ
の
影
響
・
安
定
的

財
政
運
営
の
視
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

問

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い

て
、
横
瀬
・
長
瀞
は
小
学
卒
業
ま
で
、

皆
野
は
中
学
卒
業
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

「
子
育
て
支
援
、
元
気
長
寿
の
ま
ち
」

の
宣
言
が
看
板
倒
れ
に
な
ら
な
い
こ
と

を
期
待
す
る
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

答

財
政
情
況
を
勘
案
し
な
が
ら
順
次

支
給
対
象
枠
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

問

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
５
Ｎ
１

型
が
人
へ
感
染
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場

合
、
ワ
ク
チ
ン
も
な
く
タ
ミ
フ
ル
等
の

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
に
頼
る
ほ
か
な

い
よ
う
だ
が
備
蓄
は
考
え
て
い
る
か
。

答

市
と
し
て
は
現
在
タ
ミ
フ
ル
の
備

蓄
は
し
て
い
な
い
が
、
県
で
は
備
蓄
し

て
流
通
経
路
の
確
保
準
備
を
し
て
い
る
。

県
と
連
携
し
て
対
応
し
た
い
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
連
し
て

◎
公
共
交
通
に
つ
い
て

康
保
険
と
医
療
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険

新新

井

康

一

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団団

川瀬祭を観光する姉妹都市の学生たち

資格証明書（左）と国民健康保険証（右）
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問

秩
父
市
立
病
院
と
小
鹿
野
中
央
病

院
を
統
合
す
る
と
言
う
話
を
聞
い
て
い

る
。
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
は
４

つ
パ
タ
ー
ン
例
が
あ
る
が
、
市
立
病
院

の
場
合
は
ど
の
パ
タ
ー
ン
に
な
る
の
か
。

答

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
２
次
医
療
圏
の

中
で
、
公
立
病
院
の
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
を
都
道
府
県
主
導
で
主
体
的
に

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
な
か
な

か
介
入
で
き
な
い
の
が
現
状
。
秩
父
地

域
に
は
秩
父
市
立
病
院
と
小
鹿
野
中
央

病
院
の
２
つ
の
公
立
病
院
が
あ
る
。
双

方
の
病
院
は
重
複
し
た
診
療
が
あ
る
も

の
の
、
秩
父
市
を
中
心
と
し
て
周
辺
の

患
者
は
秩
父
市
立
病
院
へ
、
西
秩
父
地

域
の
患
者
は
小
鹿
野
中
央
病
院
と
立
地

場
所
の
関
係
か
ら
自
然
に
住
み
分
け
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
概
に
競

合
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
ま
た
、
市
内
に
は
大
滝
診
療
所

と
当
病
院
の
出
張
所
と
し
て
浦
山
診
療

所
の
２
箇
所
が
あ
る
が
、
大
滝
診
療
所

は
旧
大
滝
村
が
診
療
所
で
あ
り
、
広
大

面
積
に
点
在
す
る
、
旧
大
滝
村
の
住
民

の
安
心
確
保
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
施
設
で
あ
る
。
改
革
プ
ラ
ン
策
定

に
あ
た
り
、
秩
父
市
立
病
院
と
小
鹿
野

中
央
病
院
で
数
回
の
協
議
を
お
こ
な
っ

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
公
立
病

院
の
考
え
方
の
相
違
も
あ
り
、
大
変
難

し
い
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
は
医
師
の
相

互
派
遣
を
お
こ
な
い
な
が
ら
医
療
連
携

を
図
り
、
秩
父
地
域
の
特
性
を
十
分
踏

ま
え
た
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ

い
て
、
５
年
程
度
の
検
討
期
間
も
あ
る

の
で
引
き
続
き
関
係
機
関
等
の
協
議
・

検
討
を
重
ね
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
医
療
環
境
を
効
率
的
に

提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

◎
サ
ロ
ン
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

◎
不
況
対
策
に
つ
い
て

院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

公
立
病
院
改
革

出出

浦

章

恵

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団団

問

秩
父
夜
祭
・
秩
父
の
祭
り
の
心
意

気
を
集
約
し
文
化
庁
へ
登
録
の
対
応
は
。

答

国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
、
昭

和
54
年
秩
父
屋
台
行
事
と
神
楽
を
登
録
。

本
年
の
祭
礼
、
山
車
、
屋
台
ば
や
し
、

歌
舞
伎
、
曳
き
踊
り
等
、
準
備
か
ら
大

祭
の
心
意
気
を
総
括
記
録
集
約
。
21
年

に
文
化
庁
に
公
募
、
又
、
伝
統
文
化
の

継
承
と
情
報
を
発
信
、
秩
父
観
光
の
振

興
を
図
る
。

●
経
済
不
況
と
景
気
の
下
降

秩
父
市
の
支
援
対
応

問

景
気
の
急
降
下
等
、
市
の
取
組
は
。

答

先
行
不
透
明
、
国
、
県
、
商
工
会

議
所
と
連
携
し
、
緊
急
保
証
制
度
活

用
。
有
効
求
人
倍
率
は
、
今
年
10
月
末

で
０
・
84
。

●
学
童
の
交
通
事
故
対
策

漫
然
運
転
の
撲
滅
を

問

10
月
登
校
時
の
学
童
の
交
通
事
故

は
痛
ま
し
く
痛
恨
の
極
み
。
緊
急
策
は
。

答

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
関
係
先
に
要
望
書
、

市
、
教
育
委
員
会
は
全
事
業
所
に
防
止

対
策
を
要
請
し
た
。
漫
然
運
転
撲
滅
の

市
民
運
動
は
状
況
を
勘
案
検
討
し
取
組
。

●
新
年
度
の
重
点
施
策

問

21
年
度
秩
父
市
の
重
点
施
策
は
。

答

市
政
対
話
集
会
、
議
会
の
政
策
提

言
、
市
民
の
要
望
等
集
約
し
予
算
編
成
。

◎
和
銅
記
念
事
業
の
継
承
等

◎
定
住
自
立
圏
構
想
の
取
組

◎
甲
武
信
サ
ミ
ッ
ト
の
施
策

◎
秩
父
の
四
季
特
産
品
活
用

◎
公
設
市
場
〜
斎
場
道
路
建
設

世
界
無
形
文
化
遺
産
に

秩
父
夜
祭
を
世
界
無

り
の
心
意
気
・
映
像
記
録
登
録
取
組

祭
り
の
心

組

今今

井

武

藏

自
由
民
政
ク
ラ
ブブ

秩父市立病院

和銅遺跡とみの山ハイキング・和銅露天掘跡にて


